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セミパーソナルトレーニングジムで健康応援！！

   カウンセリングとメンテナンス
とトレーニングの重要性を地域の
皆さまと共に身体作りと、健康向
上の実現をしていきたいと考えま
す。また糖尿病など、運動を習慣
化し体質改善を目的とする方にも
ご利用して頂きたいと思います。
   ダイエットしたい人など様々な
ニーズを目的に合ったメニューを
提供しながら、無理のない全身運
動や体幹運動をすることで、代謝
を促進し継続により健康な生活の
実現を目指しましょう。
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※月に何度でも利用可

   カウンセリングとメンテナンス
とトレーニングの重要性を地域の
皆さまと共に身体作りと
上の実現
す。また糖尿病など
化し体質改善を目的とする方にも
ご利用して頂きたいと
   ダイエットしたい人など様々な
ニーズを目的に合ったメニューを
提供しながら
動や体幹運動をすることで、代謝
を促進し継続により健康な生活の
実現を目指しましょう。
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「治療、～予防」「治療、～予防」
   カウンセリングとメンテナンス
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セミパーソナルトレーニングジム

੔
ࠎ
Ӄ

ૹܴՄあなたに寄りそい、サポートします。
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「PEACE ／四倉海岸」  Artist: 金澤裕子
　いわき市勿来町出身。湯本高校卒業。筑波大学 芸術専門学群 総合造形専攻卒業。
◆ 
　いわき市勿来町出身。湯本高校卒業。筑波大学 芸術専門学群 総合造形専攻卒業。
◆ 個展「安寿と厨子王物語　原画展」鹿島ショッピングセンターエブリア  2F 北催事場  8/12（金）～ 9/30（金）

ゆうことけすんのおでかけトーク：5 面を check!
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ISHIMASA
株式会社アイウェイイナバ
ダスキンたいら支店

TEL26-9001
FAX26-9007

ᶃࣨ಺ە߅ɾ߅΢イϧεࡎίʔςΟンά

家庭内・事業所内の除菌、抗菌、消毒サービス
施工箇所

サービスメニュー
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ご相談
お見積
無料!
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ඒज़඼ݹॻɾϨίʔυɾݹ
出張買取りいたします!

お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。
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͓਎ମʹ͓೰みͷ͋Δํɺまͣ͸ɺ͓ి࿩Ͱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ

࿅ɾ͸ΓɾきΎ܇ೳػ ɾ͏Ϛοαーδ๚問

˔h ମྍ࣏ݧ をɦड͚て௖͖ͳ͕Βɺ
ɹ͝ཁ๬΍͝૬ஊを͓ฉ͖͠て͍
ɹま͢ɻまͣ͸ɺ�͓ి࿩ʹて͓໰
ɹ͍߹Θせ͍ͩ͘͞ɻ

☎0246-51-8090
<Ӧۀ> ࣌̕ʙ�� ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
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˔h ମྍ࣏ݧ をɦड͚て௖͖ͳ͕Βɺ͝ ཁ๬΍
ɹ͝૬ஊを͓ฉ͖͠て͍ま͢ɻ
まͣ͸ɺ͓ ి࿩ʹて͓໰͍߹Θせ͍ͩ͘͞ɻ

˞͓ҩऀ༷ͷಉҙॻ͕͋Ε͹
ɹʮ݈߁อূݥʯ͕ ま͢ɻ͑࢖

࿅ɾ͸ΓɾきΎ܇ೳػ ɾ͏Ϛοαーδ๚問 ☎0246-51-8090
<Ӧۀ> ࣌̕ʙ�� ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
͍Θ͖ࢢ಺ڷ௲ொۚ୩�������

˞᭥ࢣپɾϚοαʔδूืࢣத��

「草履のお誂え会」恒例、年 2回浅草から草
履職人が来店し開催いたします！あなただ
けのオリジナル草履をお誂え致します。草
履、バッグ等の修理も承ります。

ホームぺージをリニューアルしました！
様々な情報満載です。是非、ご覧ください！
催事の詳細もご覧いただけます。
https://wasou-yoroduya.jp

株式会社いわき民報社 販売部
TEL0246-23-1666  FAX0246-24-2168
http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp
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自動車保険!! 見直しませしませし んか?自動車保険!! 見直しませんか?
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共済事業なので
掛け金は割安です!!
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安い掛金!
大きな安心!
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（永代祭祀付）

・
お
米
の
保
存

精
米
さ
れ
た
お
米
は
乾

物
と
は
い
え
生
鮮
食
品
と

同
様
、
日
数
が
経
過
す
る

ほ
ど
酸
化
し
て
味
が
落
ち

て
い
き
ま
す
。
お
米
を
買

う
時
は
、
な
る
べ
く
記
載

さ
れ
て
い
る
精
米
年
月
日

が
新
し
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

お
米
は
保
存
状
態
に

よ
っ
て
味
の
変
化
に
差
が

出
ま
す
。
秋
か
ら
冬
は
室

内
温
度
が
低
く
日
光
が
当

た
ら
な
い
場
所
な
ら
常
温

保
存
で
も
よ
い
の
で
す

が
、
湿
度
が
高
い
と
カ
ビ

が
付
く
こ
と
も
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

容
器
に
移
す
場
合
は
、

米
を
使
い
切
っ
て
一
度
空

に
し
、
必
ず
容
器
を
洗
っ

て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
再
び

米
を
入
れ
ま
す
。
特
に
暑

い
時
期
、
常
温
に
置
く
場

合
は
、
虫
が
わ
く
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
清
潔
に
保

ち
ま
し
ょ
う
。

新
米
を
た
く
さ
ん
も

ら
っ
て
お
い
し
い
う
ち
に

食
べ
切
れ
な
い
と
思
っ
た

と
き
は
、
一
定
量
を
ジ
ッ

パ
ー
付
き
の
保
存
袋
に
小

分
け
し
て
、
な
る
べ
く
空

気
を
抜
き
、
冷
凍
庫
に
保

存
す
る
と
お
い
し
さ
が
長

持
ち
し
ま
す
。

◎　　　　　　◎
暮らし
　の知恵
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押
さ
れ
て
る
時
は
痛
い
が
効
い
た
ツ
ボ

「
血
の
巡
り
が
良
く
な
り
ま
す
」

晩
年
の
暮
ら
し
何
よ
り
波
静
か

「
健
康
と
平
和
を
願
う
の
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
賢
治
郎
・
82
歳
・
勿
来
）

背
を
押
さ
れ
父
の
跡
継
ぎ
駅
員
に

「…

母
に
背
を
押
さ
れ
て
い
わ
き
市
内
の
駅
長
に
」

穏
や
か
な
波
で
居
て
く
れ
新
コ
ロ
ナ

「
も
う
良
い
で
し
ょ
う
。ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
安
心
新
コ
ロ
ナ

…

な
ら
良
い
で
す
が
」
（
佐
久
間
宏
邦
・
78
歳
・
南
台
）

車
い
す
ひ
孫
に
押
さ
れ
爺
ニ
ヤ
リ

「
親
父
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
な
ー
」

目
の
前
の
波
乗
り
越
え
て
価
値
を
生
む

「
ひ
と
波
ひ
と
波
乗
り
越
え
来
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
ゆ
う
じ
い
・
70
歳
・
泉
）

マ
ス
コ
ミ
が
押
し
か
け
真
相
明
る
み
に

「
マ
ス
コ
ミ
は
社
会
の
木
鐸
で
す
。
旧
統
一
教
会
、
頑

張
っ
て
下
さ
い
」

第
７
波
コ
ロ
ナ
収
束
夢
に
見
る

「
年
寄
り
も
少
し
疲
れ
ま
し
た
。
こ
こ
い
ら
で
お
引
き

取
り
下
さ
い
」

　
　
　
　

  

（
中
野
喜
久
・
89
歳
・
平
）

押
し
相
撲
勝
つ
も
負
け
る
も
一
瞬
技

「
立
ち
合
い
が
勝
負
」

白
い
雲
素
足
で
歩
く
波
の
音

「
誰
も
い
な
い
海
」（
平
間
勝
成
・
70
歳
・
南
相
馬
市
）

そ
の
昔
押
さ
れ
て
泣
い
た
日
も
あ
っ
た

泳
げ
な
い
波
は
観
る
も
の
美
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
美
紀
・
80
歳
・
内
郷
）

思
い
だ
す
背
中
押
す
手
の
温
か
さ

「
事
有
る
毎
に
応
援
し
て
く
れ
た
先
輩
」

世
界
中
熱
波
の
せ
い
で
山
を
焼
く

「
地
球
温
暖
化
対
策
を
急
い
で
欲
し
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
小
林
康
浩
・
81
歳
・
平
）

厭（
や
）
な
予
感
ニ
イ
ニ
現
れ
一
波
乱

「
朝
ド
ラ
見
て
て
い
つ
も
ハ
ラ
ハ
ラ
」

又
駄
目
か
七
波
押
し
寄
せ
夏
祭
り

「
夏
祭
り
決
行
し
そ
う
だ
が
大
丈
夫
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
こ
ゆ
き
・
72
歳
・
平
）

背
中
押
す
そ
ん
な
言
葉
に
励
ま
さ
れ

「
言
葉
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
。何
度
救
わ
れ
た
事
か
」

第
七
波
誰
が
想
定
し
た
ろ
う
か

「
収
ま
る
気
配
の
無
い
コ
ロ
ナ
、
人
類
の
英
知
に
期
待

し
た
い
」

　
　
　
　

  

（
内
海
将
行
・
80
歳
・
小
名
浜
）

ブ
ラ
ン
コ
を
押
さ
れ
し
子
ら
の
笑
み
浮
か
ぶ

「
喜
ん
で
い
た
」

さ
ざ
波
の
音
に
誘
わ
れ
湖
水
浴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
前
向
き
・
61
歳
・
四
倉
）

ハ
ン
コ
押
す
手
間
も
は
ぶ
け
る
時
代
来
る

コ
ロ
ナ
禍
も
七
波
で
終
わ
れ
と
祈
り
ま
す

                                     

（
ヤ
ス
さ
ん
・
72
歳
・
四
倉
）

押
す
力
耐
え
て
培
う
相
撲
道

「
若
隆
景
の
押
す
力
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
」

静
か
な
る
白
波
過
去
の
大
津
波

「
こ
の
波
が
過
去
に
大
あ
ば
れ
と
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
日
和
田
剛
・
86
歳
・
四
倉
）

老
鶯
の
後
押
す
声
と
散
歩
道

波
蹴
立
て
奏
で
し
夏
も
秋
色
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
布
施
敏
家
・
72
歳
・
泉
）

押
入
れ
で
遊
ん
だ
日
々
が
よ
み
が
え
る

波
し
ぶ
き
あ
げ
て
遊
ん
だ
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
プ
ー
マ
マ
・
72
歳
・
常
磐
）

会
議
室
押
し
問
答
で
騒
が
し
い

「
自
分
の
意
見
を
言
い
張
っ
て
ゆ
ず
ら
な
い
、
人
の
意

見
を
柔
軟
に
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

第
７
派
コ
ロ
ナ
対
策
身
を
守
る

「
人
の
往
来
が
多
く
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
充
分
に
気
を
付
け
る
事
で
す
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
木
田
ト
キ
・
83
歳
・
平
）

笑
っ
た
な
ぁ
押
す
な
押
す
な
ょ
上
島
君

「
た
け
し
ダ
チ
ョ
ウ
の
熱
湯
風
呂
は
面
白
か
っ
た
よ
」

性
分
か
穏
や
か
望
む
も
荒
波
へ

「
ど
ん
な
仕
事
も
手
に
職
を
と
が
ん
ば
っ
て
来
た
が
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
小
林
武
・
80
歳
・
常
磐
）

友
と
し
て
い
つ
で
も
押
せ
る
核
ボ
タ
ン

荒
波
の
底
に
沈
ん
だ
観
光
船

　
　
　
　
　
　
　

  

（
高
野
尚
之
・
77
歳
・
明
治
団
地
）

押
し
て
も
駄
目
引
い
て
も
駄
目
だ
突
走
れ

「
生
き
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
動
け
な
い
時
っ
て
あ
る

も
の
よ
」

津
波
に
も
勝
っ
た
百
ま
で
生
き
て
や
る

「
よ
く
も
ま
あ
生
き
残
っ
た
も
の
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
賀
沢
金
一
・
87
歳
・
四
倉
）

背
を
押
さ
れ
ホ
タ
ル
見
た
い
し
夜
は
駄
目

七
才
時
波
に
さ
ら
わ
れ
姉
が
た
す
け
た

「
今
は
兄
を
た
す
け
て
る
私
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
鈴
木
節
子
・
82
歳
・
内
郷
）

カ
ル
ガ
モ
の
押
す
な
押
す
な
と
足
早
に

七
浜
を
巡
り
し
寄
せ
る
土
用
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
篠
原
文
逸
・
65
歳
・
内
郷
）

背
を
押
せ
ば
「
あ
う
ん
」
の
呼
吸
夫
婦
だ
ね

波
引
け
ば
浜
辺
に
孫
が
「
愛
」
と
画
く

「
大
人
に
な
っ
た
な
ー
と
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
す
ず
や
・
80
歳
・
内
郷
）

支
え
合
い
手
取
り
背
を
押
す
半
世
紀

コ
ロ
ナ
禍
の
波
打
ち
際
で
暮
ら
す
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
猪
狩
泰
英
・
83
歳
・
内
郷
）

ス
ク
ラ
ム
組
み
押
し
合
い
押
し
ボ
ー
ル
取
り

サ
ア
フ
ィ
ン
大
波
に
乗
り
イ
ケ
イ
ケ
ー

「
テ
レ
ビ
で
見
る
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
、
波
が
お
お
い
か

ぶ
さ
る
様
で
ハ
ラ
ハ
ラ
、波
を
乗
り
き
れ
た
と
き
、こ
ち

ら
も
ホ
ッ
と
す
る
」

  

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
89
歳
・
平
）

季
節
花
押
し
花
作
り
我
楽
し

夏
花
火
海
へ
輝
き
寄
せ
る
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
門
馬
ア
サ
子
・
71
歳
・
平
）

あ
ち
こ
ち
に
自
然
の
猛
威
押
し
寄
せ
る

波
に
乗
れ
ず
溺
れ
も
せ
ず
に
生
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
西
尾
秀
子
・
81
歳
・
平
）

背
中
押
す
言
葉
は
い
つ
も
あ
た
た
か
い

「
何
か
に
つ
け
家
族
や
友
人
の
言
葉
に
は
げ
な
さ
れ
て

い
ま
す
」

背
後
か
ら
夫
め
が
け
て
か
め
は
め
波

「
腹
が
立
つ
と
き
は
こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
60
歳
・
常
磐
）

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「外す」「手」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。̕ ݄̔೔ʢඞணʣ。

お

題

「
押
す
」「
波
」

ৄ͠い問い合わせ͸ɺಉฤूࣨʹి࿩0246（2�）�666ʹ·Ͱɻ

๬ऀをืू͠て͍ますɻرࡌܝॲ͔ΒฤूࣨͰ͸ɺΠϕϯτ৘ใʢలࣔձɺίϯサーτͳͲʣのݸ
৽ن͸੫ࠐΈͰ����ԁͱͳりますɻ

ギャラリー情報 Π̱ϕϯτҊ಺

ʲ͓͜ͱΘΓʳ
৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹʹ൐͍ɺ
会ظͷมߋ΍Ԇظɺதࢭͷ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
ৄ͘͠͸͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

10/6→10/10
第10回 いわき墨友会展

　日本水墨院常務理事、多田早苗先生門下生の
３年ぶりの作品展です。9:30 ～ 16:30（最終日は
15:00 まで）泉教室、湯本教室の生徒さん募集中。

いわき市จԽηϯλʔ

ೖ৔ແྉ
02�6�6����76

いわき市平ಊࠜ町 1��

9/3→10/23
アーノルド・ローベル展

　 「がまくんとかえるくん」を生んだアメリカ
の絵本作家、アーノルド・ローベルの絵本30冊
と原画やスケッチ 200 点を紹介する。

いわき市ཱඒज़ؗ

Ұൠ　900ԁ
02�6�2��1111

いわき市平字ಊࠜ町 ���

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　新世紀福島支部の女性会員10人が、女性ならではの向き合い方で、
個性豊かな表現をした作品展です。8:00 ～ 19:00。日・月曜休店。

新世紀福島支部女性展 
ೖ৔ແྉ
02�6�62�2�27→9/3

→8/29
島田竹宝斎 竹工芸展

　京都で制作活動を展開する竹工芸師、島田竹
宝斎さんの竹工芸作品を紹介する。伝統的技法
と現代的エッセンスを感じる作品が楽しめる。

খ໺ඒज़

ೖ৔ແྉ
02�6����0���

いわき市平字த町̎̎ �̎

→9/20

企画展
徹底解説！ 磐城七浜捕鯨絵巻

　江戸時代の初期に描かれた「磐城七浜捕鯨絵
巻」をもとに、浜の暮らしや捕鯨について解説。
9:00 ～ 17:00。

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙ؗ

Ұൠ 330ԁ
02�6�6��6166

いわき市໪དྷ町ؔా௕୔ 6�1

8/22→
常設展示・販売

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地
の逸品を展示、販売。手作り洋服販売中。火、
水曜定休。

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β

ೖ৔ແྉ
02�6��6��001

いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

ΪϟϥϦʔいわき いわき市ઘέٰ 2�12�1

　普段使いの器モノトーンシリーズと、草花をモチーフにした彩時
器シリーズ80点を展示販売。11:00～19:00。水曜定休。3、4日作家来廊。

モノトーン×カラー 大貫博之陶展
ೖ৔ແྉ
02�6��6�026� 9/3→9/11

9/6→9/11
第38回新世紀福島支部展

　新世紀美術協会福島支部の３年ぶりの展覧会。
第65・66回東京都美術館展出品作を中心に会員
の力作を展示。10:00 ～ 16:30（最終日 15:30）。

いわき市จԽηϯλʔ

ೖ৔ແྉ
090��12���79�

（࢘ߒେ௩ ہ຿ࣄ）

いわき市平ಊࠜ町 1��

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　今住んでいる錦町周辺の見慣れた風景や、旅先で出会った風景な
ど思いのまま描いた作品展です。8:00 ～ 19:00。日・月曜休店。

今泉木主絵画展
ೖ৔ແྉ
02�6�62�2�27 9/6→10/1

9/15→9/19

秋陽に寄す
横須賀政雄・佐藤　界 展

　陶歴20余年、耕楽窯の横須賀政雄さんの陶芸
150 点、佐藤界さんの陶芸150点、水墨画 10 点
を展示する。10:30 ～ 16:30（最終日 15:00）。

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ৔ແྉ
090�9�����09�

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

9/17→9/25
第18回加藤勝海日本画展

　季節の草花やかわいらしい小動物たちを描い
ている京都の日本画家加藤勝海氏。当画廊 2年
振りの新作展。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ৔ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ 2�12�1



(3)

・毎朝、カスピ海ヨーグルト、野菜ジュース、ぬ
　か漬けを食べる。　　　 （男性・72歳・好間）
・ラウンドゴルフ。年寄りには最高のスポーツだ
　と思っています。　　　 （女性・79歳・内郷）
・家庭菜園の新鮮な野菜を調理したくさん食べる
　こと。調子が悪い時は自家製の黒ニンニクや梅
　干を食べる。　　　　 （女性・69歳・中之作）
・常温の麦茶を少しずつ飲んでます。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・65歳・平）
・泳げないけど、週2～3回ほどプールに行って
　運動をしてくる。　　　 （女性・71歳・常磐）
・自家製のシソ酢で夏を乗り切っています。
　　　　　　　　　　　　　 （男性・83歳・平）
・旬のものを食べる。夏野菜が好き!!
　　　　　　　　　　　　　 （女性・60歳・平）

・適度な運動と十分な睡眠、そして食事へ気を配
　りたいです。　　　　　 （女性・70歳・常磐）
・甘酒を飲む。ラジオ体操をする。
　　　　　　　　　　　　 （女性・71歳・内郷）
・毎年、赤ジソジュースを作って飲む。
　　　　　　　　　　　 （女性・70歳・洋向台）
・早寝、早起きで晩酌に冷たいビールを飲むこと
　です。　　　　　　　 （男性・72歳・小名浜）
・梅干を食べて水分をとることです。外出の時は

必ず日傘をさしてま～す。 （女性・57歳・内郷）
・よく食べ、よく寝ること。 （男性・69歳・小名浜）
・ぬるま湯にのんびりつかる。（女性・76歳・平）
・ジョギング、水泳。 （男性・73歳・南相馬市）
・温泉に入り汗をかく。　 （女性・47歳・好間）

ʲςʔϚʳ
ɾ͋ͳͨͷՆός๷ࢭ๏͸ 

・きゅうりを食べる。水分と体を冷やす効果があ
　るので。　　　　　　　　 （女性・57歳・平）
・ゴーヤのジュースを飲むこと。
　　　　　　　　　　 （女性・66歳・南相馬市）
・ところ天やもずく酢をたくさん食べます。暑い
　日に体に酢がしみ渡る気がします。
　　　　　　　　　　　 （女性・47歳・小名浜）
・朝起きたら牛乳1杯。3食は必ず食べ夏野菜を多
　く取り、適度に涼しい時間にウオーキング。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・80歳・平）

の読者声

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ
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役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は
じ

め
多
く
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
使
わ

れ
て
い
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

に
つ
い
て
で
す
。

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
は
、

「
＃
○
○
○
」
と
い
う
形

式
で
＃
（
ハ
ッ
シ
ュ
マ
ー

ク
）
が
付
い
た
キ
ー
ワ
ー

ド
の
こ
と
で
す
。例
え
ば
、

い
わ
き
市
に
関
す
る
情
報

に
は
「
＃
い
わ
き
」
な

ど
、
投
稿
内
容
に
合
わ
せ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
＃
を
付

け
て
使
用
し
ま
す
。
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
は
、
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
同
じ
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
を
付
け
た
投
稿
を
一
覧

で
確
認
で
き
、
瞬
時
に
情

報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同

じ
テ
ー
マ
の
情
報
が
探
し

や
す
く
な
り
、
自
分
の
投

稿
に
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付

け
る
こ
と
で
情
報
が
拡
散

さ
れ
る
可
能
性
も
高
く
な

り
ま
す
。

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

は
１
回
の
投
稿
に

複
数
付
け
ら
れ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
場

合
は
１
回
の
投
稿

上
限
の
１
４
０
文

字
以
内
に
収
ま
る

よ
う
に
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
を
付
け
ま

す
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
の
上
限
は

30
個
で
す
。

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
入
力

す
る
時
の
注
意
点
は
５

点
。
①
＃
は
必
ず
半
角
で

入
力
。
全
角
だ
と
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
と
し
て
認
識
さ
れ

な
い

②
投
稿
内
容
に
合

っ
た
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付

け
る
。
内
容
が
合
わ
な
い

πΠολʔͳͲଟ͘ͷ̨̨̣Ͱ࢖༻
ॠ࣌ʹ৘ใࡧݕͰ͖֦ࢄͷՄೳੑ΋

【
講

師
】
久
野

雅
己

と
他
の
ユ
ー
ザ
ー
に
不
信

感
を
与
え
る
こ
と
も

③

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
る

時
は
、
♯（
シ
ャ
ー
プ
）
で

は
な
く
、
＃（
ナ
ン
バ
ー
）

を
付
け
る
。「
ナ
ン
バ
ー
」

か
「
い
げ
た
」
と
入
力
す

る
と
変
換
で
き
る

④
＃

○
○
○
の
前
後
に
半
角
ス

ペ
ー
ス
を
入
れ
る

⑤
長

文
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
や
タ

グ
の
乱
用
は
ス
パ
ム
認
定

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

認
定
さ
れ
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

凍
結
さ
れ
る
の
で
注
意

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
、
企

業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

ま
た
、
地
震
や
台
風
な
ど

の
災
害
時
も
、
各
地
域
の

情
報
共
有
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
情
報
の
検
索
と
拡

散
が
し
や
す
く
な
る
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
、
目
的
に
合
わ

せ
て
上
手
に
使
う
こ
と
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

世界の一杯

引
き
続
き
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
清
酒

に
つ
い
て
、
今
回
は
代
表
的
な
３
つ
の

製
法
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
興
味
深

い
こ
と
に
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

の
製
法
と
も
共
通
点
が
多
い
の
で
、
と

て
も
面
白
い
で
す
よ
！

ま
ず
は
、「
瓶
内
二
次
発
酵
方
式
」。

ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
が
止
ま
っ
て
い
な
い

醪（
も
ろ
み
）を
火
入
れ
せ
ず
に
瓶
詰
め

し
、
瓶
内
で
さ
ら
に
発
酵
さ
せ
、
発
生

し
た
炭
酸
ガ
ス
を
閉
じ
込
め
る
製
法
で

す
。
シ
ャ
ン
パ
ン
と
同
じ
原
理
。
次
に
、

「
活
性
に
ご
り
方
式
」
は
、
日
本
酒
製

造
の
過
程
で
醪
を
粗
め
に
ろ
過
し
、
火

入
れ
を
せ
ず
に
酵
母
が
生
き
て
い
る
状

態
で
瓶
詰
し
た
も
の
。
に
ご
り
な
ら
で

は
の
白
く
濁
っ
て
ク
リ
ー
ミ
ー
な
口
当

た
り
が
特
徴
。
こ
れ
ら
の
製
法
で
造
ら

れ
た
も
の
は
、
出
荷
後
も
瓶
内
で
発
酵

が
続
い
て
い
る
た
め
要
冷
蔵
を
。
そ
し

て
、「
炭
酸
ガ
ス
注
入
方
式
」
は
、
完

初
め
て
飲
む
方
に
お
す
す
め
の
２
銘
柄
。

飲
み
比
べ
を
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

－ 65－

・εύーΫリϯά
　ਗ਼ञの੡๏

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
41歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

ハッシュタグの正しい付け方と注意点
ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の趣味
や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族と情報交
換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

成
し
て
い
る
日
本
酒
に
、
炭
酸
ガ
ス
を

溶
か
し
込
ん
で
製
造
さ
れ
ま
す
。

瓶
内
二
次
発
酵
を
用
い
た
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
清
酒
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
一
ノ
蔵

の
『
す
ず
音
』（
写
真
右
）
な
ら
、
炭
酸

ガ
ス
注
入
方
式
に
よ
っ
て
安
定
し
た
品

質
と
流
通
を
可
能
に
し
た
の
は
宝
酒
造

の『
澪（
み
お
）』（
写
真
左
）で
し
ょ
う
。

な
に
よ
り
も
、
大
々
的
な
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

で
「
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
清
酒
」
の
存
在

を
全
国
に
知
ら
し
め
た
功
績
は
大
き
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
味
わ
い
に
深
み
の

あ
る
瓶
内
二
次
発
酵
に
対
し
、
炭
酸
ガ

ス
注
入
タ
イ
プ
は
ス
ッ
キ
リ
。
好
み
を

見
つ
け
て
残
暑
も
吹
き
飛
ぶ
乾
杯
を
♪

好
み
の
味
わ
い
を
見
つ
け
て
乾
杯

ͻ͞ͷɾ·͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰͍߹Θͤ

‎

「
心
霊
の
世
界
」
を
本

紙
に
連
載
し
て
か
ら
早
く

も
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

私
の
神
秘
体
験
を
踏
ま
え

ま
し
て
、
人
間
に
は
死
は

な
く
霊
界
が
あ
り
第
二
の

人
生
が
待
っ
て
い
る
こ
と

を
説
い
て
参
り
ま
し
た

が
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
で

し
ょ
う
か
。
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
ズ
ム
に
傾
注
し
た
世

界
中
の
有
識
者
や
科
学
者

た
ち
が
数
々
の
研
究
や
霊

能
者
た
ち
と
の
協
力
の
結

果
、
霊
界
の
存
在
を
証
明
、

20
世
紀
初
頭
に
基
本
テ
ー

ゼ
と
し
て
次
の
と
お
り
発

表
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
⑴
霊
魂
及
び
霊

的
世
界
が
存
在
し
、
死
後

も
人
間
の
個
性
は
存
続
す

る
。
⑵
こ
の
世
（
現
世
）

と
あ
の
世
（
霊
界
）
は
交

渉
可
能
で
、
両
者
は
相
互

作
用
を
営
ん
で
い
る
。
⑶

霊
魂
は
そ
れ
ぞ
れ
永
遠
に

進
歩
向
上
す
る
。
古
代
霊

シ
ル
バ
ー
バ
ー
チ
が〝
死
〞

に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

一
部
紹
介
し
ま
す
。

  

Ｑ
：
死
後
の
生
命
を
信

じ
ず
、
死
ね
ば
お
し
ま
い

と
思
っ
て
い
る
人
は
ど
う

な
り
ま
す
か
？

  
Ａ
：
死
の
う
に
も
死
ね

な
い
の
で
す
か
ら
、
結
局

は
目
覚
め
る
ま
で
に
ど
の

程
度
の
時
間
が
掛
か
る
か

は
霊
格
の
程
度
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
霊
格
が
高
け

れ
ば
、
死
後
の
存
続
の
知

識
が
な
く
て
も
死
後
の
世

界
に
早
く
順
応
し
ま
す
。

  

Ｑ
：
死
ね
ば
お
し
ま
い

と
思
っ
て
い
る
人
の
死
に

は
苦
痛
が
伴
い
ま
す
か
。

  

Ａ
：
そ
れ
は
霊
格
の
程

度
次
第
で
す
。
一
般
的
に

い
い
ま
し
て
死
ぬ
と
い
う

こ
と
に
苦
痛
は
伴
い
ま
せ

ん
。
大
抵
は
無
意
識
だ
か

ら
で
す
。
死
ぬ
時
の
様
子

が
自
分
で
意
識
で
き
る
の

は
、
よ
ほ
ど
霊
格
の
高
い

人
で
す
。

  

Ｑ
：
死
後
の
世
界
を
聞

い
て
も
信
じ
な
か
っ
た
場

合
、
死
後
、
そ
の
こ
と
で

と
が
め
が
あ
り
ま
す
か
。

  

Ａ
：
そ
の
人
が
生
き
て

き
た
人
生
の
中
身
、
つ
ま

り
ど
れ
だ
け
人
の
た
め
に

尽
く
し
た
か
、
内
部
の
神

性
を
ど
れ
だ
け
発
揮
し

た
か
に
懸
か
っ
て
い
ま

す
。
大
切
な
の
は
そ
れ
だ

け
で
す
。
知
識
は
無
い
よ

り
有
っ
た
ほ
う
が
ま
し
で

す
。
そ
の
人
の
真
の
価
値

は
毎
日
を
ど
う
生
き
て
き

た
か
に
尽
き
ま
す
。（
参

考
文
献
『
シ
ル
バ
ー
バ
ー

チ
の
霊
訓
』
潮
文
社
）

  

つ
ま
り
霊
訓
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
人
生
に
お
い

て
霊
界
の
存
在
を
信
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
や
悲

し
み
を
乗
り
越
え
、
さ
ら

に
慈
愛
、
思
い
や
り
、
優

し
さ
、
人
の
た
め
に
尽
く

す
等
、
自
分
自
身
を
磨
い

て
霊
的
成
長
を
目
指
し
て

き
た
人
ほ
ど
、
素
晴
ら
し

い
第
二
の
人
生
が
待
っ
て

い
ま
す
。
今
か
ら
で
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の

よ
う
な
心
構
え
で
人
生
を

送
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

ε
ϐ
Ϧ
ν
ỿ
Ξ
Ϧ
ζ
Ϝ
の

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ج
ຊ
ς
ồ
θ

ùü

ʲϓϩϑΟϧʳ
լ ޭʢ͕͠ɾ͍͓͞ʣࢤ
����೥ɺ͍ Θ͖ؒ޷ࢢொੜ·ΕɻεϐϦνϡΞ
Ϧετɻ���� ೥ʹʰ਺ʑͷਆൿମݧͱ৺ྶͱ
ͷग़ձ͍ʢɦจܳ ɾࣾ���ԁ�੫ʣΛग़൛ɺد࠷Γ
ͷॻళɺΠϯλʔωοτ௨ൢ౳Ͱൢച͍ͯ͠Δɻ

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界
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　 TEL56-3175

手づくり惣菜
テイク・アウト＆イート・イン
手づくり惣菜
テイク・アウト＆イート・イン

オードブル、お弁当
ご予算に合わせて
ご注文承ります

700円（税込）
お食事もできます

ϥϯνλΠϜʢøø�÷÷ʙøû�÷÷ʣ͸ຯ઻ो෇͖

͓͔ͣ̏඼
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魅力的な〝まち〟
　〝泉〟を巡ってみよう！

暮らしやすくて、便利。そして楽しい。
　　魅力的なまち「泉」を紹介します。
ぜひ一度、足を運んでみて。

暮らしやすくて、便利。そして楽しい。
　　魅力的なまち「泉」を紹介します。
ぜひ一度、足を運んでみて。泉 ಛ ू

　いわき市泉町は、ＪＲ泉駅の周辺のほか、広いエリアに
わたって飲食店や医療機関、福祉施設、ギャラリーなど、
さまざまな分野の店舗・施設がたくさんあります。

TEL
0246

ઘλΫγʔ᷂

डಈ٤ԎΛͨ͘͠ͳいɾ͞ ͤͨ͘ͳい
ΠΤϩʔάϦʔϯϦϘϯӡಈʹऔΓ૊ΜͰい·͢

56-7777

5

〇SoftBank Roboticsc

湯本
→

湯
本
→

マルト

ヨークベニマル

カワチ

ローソン

泉公民館

泉中

泉北小

国道
6号
バイ
パス

̒20

小名浜→

←植田

←植田

旧国
道６
号

泉駅

丸市屋泉店

いわき
コンピュータ

カレッジ

キッチン
はらぺこ泉タクシー

サンスポーツ

S

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
65
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

物
事
を
実
行
す
る
前
の
勉
強
会
を
い
う
。
▼
先
日

朝
10
時
〜
夕
方
４
時
ま
で
、
パ
ワ
ー
ラ
ン
チ
に
グ

リ
ー
ン
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
６
時
間
ぶ
っ
通
し
で

Ｐ
Ｓ
Ｍ
を
や
っ
た
。
テ
ー
マ
は
〈
ケ
ア
マ
イ
ン
ド
〜

母
と
家
内
に
快
よ
く
関
わ
る
に
は
？
〜
〉
講
師
に
は

ご
両
親
を
在
宅
で
み
と
り
、
友
達
の
終
末
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ
＝
質
の
よ
い
生
活
）

に
貢
献
し
た
中
学
時
代
の
友
人
Ｍ
さ
ん（
♀
）
を
招
い

た
。
▼
Ｍ
さ
ん
い
わ
く
身
内
の
ケ
ア
は
…
①
普
段
か

ら
の
関
わ
り
と
気
づ
き
が
大
切
。「
普
段
か
ら
相
手

を
よ
く
見
て
て
、
親
が
ど
ん
な
も
の
が
好
き
か
？
ど

ん
な
こ
と
が
好
き
か
？
知
っ
て
お
い
て
、
言
わ
れ
る

前
に
や
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
よ
。『
何
を
し
た
ら
い

い
の
？
』
と
か
『
し
て
欲
し
い
こ
と
あ
っ
た
ら
言
っ

て
？
』
な
ん
て
の
は
問
題
外
。
主
体
的
に
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
た
ら
い
い
よ
」
②
自

利
利
他
と
当
事
者
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
。「
椅
子

か
ら
す
べ
り
落
ち
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
持
ち

上
げ
る
の
が
、も
う
大
変
で
、膝
に
水
が
た
ま
ち
ゃ
っ

た
の
ね
。
そ
れ
で
、
電
動
の
イ
ス
を
買
う
こ
と
に
し

た
ん
だ
け
ど
…
そ
れ
を
買
う
時
、
ま
ず
あ
た
し
が
ア

チ
コ
チ
の
店
に
行
っ
て
見
て
、
い
い
な
！
と
思
っ
た

と
こ
ろ
に
母
を
つ
れ
て
い
っ
て
、
実
際
に
座
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
ね
…
」「
ス
ト
レ
ス
？
年
中
い
っ
し
ょ

に
い
る
か
ら
ね
、
正
直
た
ま
る
わ
ね
。
専
門
の
人
に

ま
か
せ
て
み
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人

が
い
る
か
ら
ね
…
見
て
ら
れ
な
く
て
あ
た
し
が
手
を

出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、『
そ
れ
っ
て
順
番
違
う

ん
じ
ゃ
な
い
の
⁉
』
っ
て
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
。
医
者
に
も
ね
！
母
の
前
で
、『
春
ま
で
生
き
ら

れ
な
い
か
も
？
』
な
ん
て
言
っ
た
か
ら
、『
そ
れ
は

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
！
💢
』
っ
て
か
み
つ
た
よ
。

Ｐ
Ｓ
Ｍ
（
プ
レ
ス
タ
デ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-3þ-

ೆࠃԭೄͷ͓೔さ·ͨͬ΀Γ
ͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰーͱΖ͚ΔϚϯΰー

　
日
本
マ
ン
ゴ
ー
発
祥
の
地
沖
縄
の
太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴

び
た
味
は
最
高
だ
け
ど
見
た
目
は
あ
ま
り
良
く
な
い
、甘
く
て
美

味
し
い
完
熟
取
れ
た
て
の
マ
ン
ゴ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。太
陽
が

十
分
に
当
り
、食
味
は
良
く
な
る
反
面
、色
ム
ラ
が
出
来
た
り
、

キ
ズ
が
付
い
た
り
外
観
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
マ
ン
ゴ
ー
。で

も
味
は
美
味
し
い
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
の
精
神
で
、フ
ル
ー
ツ

シ
ョ
ッ
プ
レ
イ
ア
で
は
光
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
、美
味
し
い
マ
ン

ゴ
ー
の
み
を
選
別
し
、お
届
け
す
る
事
に
し
ま
し
た
！
ま
さ
に

ｓ
ｄ
ｇ
ｓ
な
取
組
で
す
。是
非
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

光
セ
ン
サ
ー
選
別
で

甘
い
マ
ン
ゴ
ー
だ
け
を
出
荷

ὸ�������������
☎050-1865-7629 

ॲ͔Β̍̓̏߸（̎̌̎̍೥݄̒）͔Βݸ　
ըՈɾΠϥετϨーターۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰ͯ͠い·͢ɻ
　ۚᖒ͞Μ͸いわきࢢ໪དྷொ出਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺいわきࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։ͯ͠࠵い·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνー
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷئいͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘͯい·͢ɻ
　ͥͻදࢴ΍ɺ͚͢ΜͷΠンタϏϡー΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓دせͩ͘͞いɻ

˟̓̌̕ʵ̔̌̎ ɹ̒ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
͍Θ͖ࢢฏࣈখଠ࿠ொ̎ʵ̓ ͍Θ͖Ϗϧ̍֊

͍Θ͖ຽใࣾʮݸॲ͔Βʯฤूࣨ
ϝʔϧ͸ BEW!JXBLJ�NJOQP�DP�KQ ·Ͱ
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「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
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お͠ΌΕ
ͳ༸෰ͨ

ͪͱ

ɹ΍͞͠
͍͏ͭΘ

͕

ɹɹ଴っ
てますɻ

個処からΈͳ͞Μɺ　　　  ʹɺͯͬࡌΈ·ͤΜ͔ʁ
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳ʜࠓճͷ͓୊͸ɺ「外す」「手」。
2．『私の宝物』シリーズ ʜࢠͲ΋ͷࠒから
　　େࣄʹͯ͠いΔ෺ɺϖοτ΍ଙɺࢠͲ΋ͨ
　　ͪɺԞ͞Μɺ୴ಹ͞Μɺఉɺ࡞඼ͳͲɺΈ
　　ͳ͞Μͷๅ෺Λɺͦͷը૾ͱઆ໌จ（100
　　字ఔ౓）Λఴ͑ͯɺͥͻ͝঺հͩ͘͞いɻ

3．エッセーʜ೔ࠒɺԿؾͳͨ͘͜͡ײͱ΍ɺ
　　ͥͻ఻͑ͨい͜ͱͳͲɻ

ɾࡌܝͷՄ൱͸౰編集室ʹͯ൑அ͠·͢ɻ
ɾ௖いͨ৘報͸౰ϑϦʔϖʔύʔh 個処から Ͱɦ
　ͷΈ࢖༻͠·͢ɻ
ɾϖϯωʔϜΛر๬͢Δਓ͸ɺϖϯωʔϜ΋ఴ
　͑ͯͩ͘͞いɻ
ɾ৔߹ʹΑͬͯ͸ɺ౰編集室ΑΓऔࡐͷ͝࿈བྷ
　Λͤͯ͞いͨͩ͘͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ
ˑߘد͸ɺ༣ૹかϝʔルɺ࣋ࢀͰड͚෇͚͓ͯ
　Γ·͢ɻͥͻɺ͓ͩͤ͘͞دいɻ

͓໰い߹わͤ͸ɺ
　　　　個処から編集室·Ͱɻ

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

地
蔵
寺

平子正子さん（খ໊඿ॅࡏ）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉにて

ʵ̑ʵ

いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

σΠαʔϏεηϯλʔ
γϣʔτεςΠ
ॴۀࣄԉࢧޢ୐հډ
Ήͭみอҭॴ

特別養護老人ホーム
いわさき荘

社会福祉法人    いΘ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

͍Θ͖ࢢৗ൬্౬௕୩ொ্ϊ୆������5&-ʢ����ʣ�������'"9ʢ����ʣ�������

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖ所��������˔௨所ϦϋϏϦςーγϣンࢪ˔
˔γϣーτεςΠ�˔๚問ϦϋϏϦςーγϣン

等のサービスを承っております
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 ͢·୐๚໰਍ྍԠ͡ࡏ

（順不同）

墨と水の世界墨と水の世界
ਫ๽ըࢣߨࣨڭɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　沖縄が本土復帰して今年で 50 年になる。本土復帰の数

年前、いわき地方の青年団の一員として、祖国復帰運動の

ため沖縄に渡航したことがあった。現地の青年団との交流

会で、沖縄の生活の実情を知り、一刻も早い本土復帰の必

要を痛感したことを覚えている。そのさなか、米軍基地で

ミサイルの発射実験があるという情報が入り、内密で見学

（見つかれば、カメラやフイルムは没収される。）した。確

かナイキハーキュリーと言う地対空ミサイルだったと思

う。基地から離れた高台だったが、発射の轟音は雷のよう

なすごい音で、間もなく無人飛行機に命中した煙を確認で

きた。このようなものが現在ウクライナで戦争に使われて

いると思うと実に恐ろしい。一日も早く戦争が終わり、平

和な世界に戻ることを祈るばかりである。

小
舟

佰
拾
六
平
和
へ
の
願
い



(7)

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
こ
ち
ら
の
入
場
券

日本の神仏占い ɹਆ༷෹༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩͬͯ͘͞
͍·͢ɻͦͯ࣌͠ʹɺਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻੜ·Ε݄͝ͱʹɺͦͷ
क͍ͬͯͩͬͯ͘͞Δਆ༷෹༷からͷϝοηʔδΛ͓ಧ͚͠·͢ɻݟʹظ࣌

占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
度
に
す
べ
て
を
手
に
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
す
る
と
、
本
当
に
大
切
な
も

の
を
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
本
当
に

大
切
な
も
の
一
つ
に
的
を
絞
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は

な
い
の
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
美
味
し
い
お
米
を
じ
っ
く
り
味
わ
う

１
月
生
【

　
　
　
　】

千

手

観

音

（
せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
を
生
き
直
し
た
い
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ら
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
齢
を
理
由
に
諦
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
や

り
た
い
と
思
っ
て
き
た
こ
と
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
充
実
し

た
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
。◇
幸
運
の
鍵
：
新
し
い
服
を
着
る

２
月
生
【

　
　
　
　】

天
之
御
中
主
神

（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　精
神
的
に
疲
れ
た
ら
、
人
生
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

今
は
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、
た
だ
自
分
を
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
る
の

で
す
。
特
に
旅
に
出
て
、
非
日
常
の
世
界
に
身
を
お
く
と
、
心
も
体

も
解
放
さ
れ
ま
す
。◇
開
運
の
鍵
：
大
自
然
の
中
で
数
日
過
ご
す

３
月
生
【

　
　
　
　】

少

彦

名

命

（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
っ
て
歩
み
ま
し
ょ
う
。
人
生

に
刺
激
が
あ
る
と
命
の
炎
が
燃
え
、
運
命
が
動
き
出
し
ま
す
。
ど
ん

な
小
さ
な
夢
で
も
い
い
の
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
歩
む
行
為
が
生
命

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
天
然
温
泉
に
浸
か
る

４
月
生
【

　
　
　
　】

建

御

雷

神

（
た
け
み
か
づ
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
が
歩
ん
で
来
た
道
に
誇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
自
信
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
多

く
の
人
は
自
分
を
過
小
評
価
し
過
ぎ
ま
す
。
で
す
が
、
結
果
を
出
す

こ
と
だ
け
に
価
値
が
あ
る
訳
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
真
剣
に
生

き
た
か
に
価
値
が
あ
る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
足
裏
の
ツ
ボ
を
押
す

５
月
生
【

　
　
　
　】

毘

沙

門

天

（
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　暗
闇
を
通
り
抜
け
、
眩
し
い
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
差
す
時
で
す
。
そ
の
光
は
、

あ
な
た
の
心
を
あ
た
た
め
て
、
穏
や
か
な
日
々
を
も
た
ら
し
ま
す
。

も
う
過
去
の
恨
み
や
後
悔
は
忘
れ
去
り
、
こ
こ
か
ら
は
新
た
な
人
生

を
歩
み
ま
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
部
屋
に
観
葉
植
物
を
置
く

６
月
生
【

　
　
　
　】

大

日

如

来

（
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
の
最
高
の
幸
せ
は
そ
う
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
は
続
き
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

求
め
て
い
た
幸
せ
と
は
違
う
幸
せ
は
一
生
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
実
は
そ
れ
こ
そ
が
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
気
づ
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。◇
開
運
の
鍵
：
目
が
覚
め
た
ら
朝
日
に
手
を
合
わ
せ
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

建
御
名
方
命

（
た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
手
下
手
を
競
う
よ
り
、
自
分

が
楽
し
い
か
楽
し
く
な
い
か
を
大
切
に
。
世
の
中
に
は
、
上
に
は
上

が
い
る
も
の
で
す
。
人
と
比
べ
て
い
た
ら
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
い
時

間
は
訪
れ
ま
せ
ん
。◇
開
運
の
鍵
：
涼
し
い
時
間
に
海
辺
を
歩
く

８
月
生
【

　
　
　
　】

弁

　
　財

　
　天

（
べ
ん
ざ
い
て
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
不
尽
な
こ
と
が
許
せ
な
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ら
、
物
事
が
正
し
く
改
善
さ
れ

る
よ
う
に
頭
を
使
っ
た
解
決
を
。
怒
り
の
ま
ま
に
任
せ
て
も
一
時
的

に
問
題
に
な
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
要
点
を
ま
と

め
て
議
論
を
重
ね
て
い
っ
て
。◇
開
運
の
鍵
：
演
劇
を
鑑
賞
す
る

９
月
生
【

　
　
　
　】

不

動

明

王

（
ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
の
言
葉
は
、
重
く
受
け
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
べ
き
時
と
、
そ
ん
な
に
重
く

受
け
止
め
な
い
方
が
良
い
時
が
あ
る
も
の
で
す
。
重
く
受
け
止
め
る

べ
き
時
と
は
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
何
か
を
伝
え
て
き
た
時
で
す
。

◇
開
運
の
鍵
：
時
間
が
か
か
っ
て
も
名
作
を
一
冊
読
み
切
る

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
す
。同
じ
花
で
も
、ひ
ま
わ
り

の
種
か
ら
は
ひ
ま
わ
り
の
花
が
、桜
の
木
に
は
桜
の
花
が
咲
く
よ
う
に
。

あ
な
た
も
授
か
っ
た
唯
一
無
二
の
個
性
を
大
切
に
。
す
る
と
人
も
尊

重
で
き
る
の
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
行
っ
た
こ
と
の
な
い
街
を
歩
く

11
月
生【

　
　
　
　】

木
花
咲
耶
姫

（
こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
に
暗
い
夜
道
で
も
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
か
に
明
か
り
は
あ
る
も
の
で

す
。
曇
り
の
日
で
も
雲
の
上
に
は
星
が
あ
り
ま
す
。
今
は
光
が
見
え

な
く
て
も
、
希
望
の
星
は
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
あ
な
た

の
頭
上
で
輝
き
ま
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
く

12
月
生【

　
　
　
　】

月

　
　読

　
　命

（
つ
く
よ
み
の
み
こ
と
）

����೥ɹ９݄

愛

染

明

王

（
あ
い
ぜ
ん
み
ょ
う
お
う
）

ฤूʗݸॲ͔Βฤूࣨɹ               ɹൃߦʗ͍Θ͖ຽใࣾ
〒970-8026  いわき市平字小太郎町２-７（いわきビル１階）    TEL（0246）23-1666　FAX（0246）24-2168    E-mail adv@iwaki-minpo.co.jp

◯ いわき民報社　2022Cいわき民報社  個処から編集室

<９月のいわき市内街頭献血予定>

問い合わせ　福島県赤十字血液センターいわき出張所　0246（29）5624

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）

 ２ 日 14:30～16:30
　　  いわき信用組合本店

 ８ 日   9:00～12：00
　　   鹿島ショッピングセンター

９ 日   9:00～16：30
　　   勿来市民会館

11日  9:30～11：30
     　 13:00～16:30
     　 イオンいわき店

      
広告を載せて
みませんか？

TEL．0246-23-1666  FAX．0246-24-2168
広告部 Ｅ-mail  adv@iwaki-minpo.co.jp

広告についてのご連絡先

読者と
つくる情報紙

こ 　　  ここ 　　  こ

個処から

Ｄ
Ｎ
Ａ
と
略

さ

れ

ま

す

ね
。

７

大
豆
に

含
ま
れ
る
、

女
性
ホ
ル
モ

ン
と
似
た
構

造
の
成
分
。

９

〜
湯
は

昔
か
ら
風
邪

の
ひ
き
始
め

に
使
わ
れ
る

漢
方
薬
。

11

基

礎

〜
、〜
調
節
、

〜
計
。

15

笑
っ
た

時
、
頬
に
で

い
人
の
助
け
に
な
る
器
具

で
す
。

２

胆
の
う
や
胆
管
内
の

成
分
が
結
晶
化
し
た
も

の
。

３

脈
を
打
つ
よ
う
に
頭

が
ズ
キ
ズ
キ
と
痛
み
ま

す
。

４

デ
オ
キ
シ
リ
ボ
〜
は

き
る
小
さ
な
く
ぼ
み
。

16

〜
潔
は
赤
痢
菌
を
発

見
し
た
学
者
で
す
。

17

夢
を
食
べ
る
と
い
わ

れ
る
想
像
上
の
動
物
は
？

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

け
が
を
し
た
箇
所
に

ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
ま
す

ね
。

５

〜
数
は
一
定
時
間
に

心
臓
が
動
く
回
数
の
こ

と
。

６

検
査
を
行
っ
て
陰
性

か
こ
れ
か
を
調
べ
ま
す
。

８

糖
尿
病
や
高
血
圧
症

な
ど
他
の
疾
患
の
原
因
と

な
る
病
気
。

10

枕
を
向
け
る
と
縁
起

が
悪
い
方
角
は
？

12

落
ち

込
ん
だ
り

意
欲
が
低

下
し
た
り

す

る

〜

病
。

13

〜
教

徒
は
ラ
マ

ダ
ン
と
い

う
断
食
を

行

い

ま

す
。

14

掛
け

た
り
、
潜

め
た
り
、

大
に
し
た

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ
た

ら
Ａ
〜
Ｈ
を
つ
な
げ
て
答

え
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ヒ
ン
ト
・
季
節
を
問
わ

ず
野
菜
や
果
物
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

よ
く
耳
が
聞
こ
え
な

〈
前
回
の
答
え
〉

今
月
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
10
組
20
人
に
、
い
わ

き
市
立
美
術
館
様
（
い
わ

き
市
平
）
提
供
の
企
画
展

「
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ

ル
展
」
の
入
場
券
を
ペ
ア

10
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
会
期
は
９
月
３
日
か

ら
10
月
23
日
で
す
。
ロ
ー

ベ
ル
は
「
が
ま
く
ん
と
か

え
る
く
ん
」
シ
リ
ー
ズ
を

生
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
絵
本

作
家
で
す
。
動
物
を
主
な

登
場
人
物
と
し
た
絵
本
を

世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

8
月
号
の

　
　
当
選
者

石
川
貴
恵
子
さ
ん
（
南

相
馬
市
）高
野
順
さ
ん（
四

倉
）
白
石
和
枝
さ
ん
（
常

磐
）
比
佐
み
づ
ほ
さ
ん

（
平
）鎌
倉
幸
子
さ
ん（
平
）

和
賀
美
津
江
さ
ん（
内
郷
）

齋
藤
芳
子
さ
ん
（
南
相
馬

市
）
千
葉
京
子
さ
ん
（
小

名
浜
）冨
谷
直
美
さ
ん（
内

郷
）
櫻
井
健
さ
ん
（
南
相

馬
市
）

今
展
で
は
約
30
冊
の
絵
本

を
、
原
画
や
ス
ケ
ッ
チ

２
０
０
点
と
と
も
に
紹
介

し
ま
す
。

  

希
望
者
は
は
が
き
に
①

ク
イ
ズ
の
答
え
②
「
〇
〇

の
秋
」
あ
な
た
に
と
っ
て

の
〇
〇
は
何
？
そ
の
理
由

は
？
③
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
９
月
８
日
ま

で
、編
集
室
（
下
記
参
照
）

へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「アーノルド・ローベル展」入場券

クイズ＆プレゼント
いわき市立美術館様提供10組

ペア

り
。

16
「
敵
に
〜
を
送
る
」

は
相
手
の
苦
境
を
救
う
例

え
。

17

ア
イ
〜
は
角
膜
移
植

を
あ
っ
せ
ん
す
る
公
的
機

関
で
す
。

18

温
か
い
岩
の
上
に
寝

そ
べ
っ
て
汗
を
か
き
ま

す
。


